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去
る
２
０
１
９
年
12
月
６

日
（
金
）
16
時
よ
り
、
法
政
大

学
経
営
学
部
創
設
60
周
年
記

念
式
典
が
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー

26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
行
事

は
、
主
催
：
法
政
大
学
経

営
学
部
、
共
催
：
法
政
大

学
広
報
委
員
会
・
法
政
大
学

学
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
も
と
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
式
典
は
、（
16
：
00
～

17
：
30
）﹃
第
一
部　

記
念
講

演
会
お
よ
び
対
談
﹄、（
18
：

00
～
20
：
00
）﹃
第
二
部

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
﹄の
２
本
立
て
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

﹃
第
一
部　

記
念
講
演
会

お
よ
び
対
談
﹄
で
は
、
元
伊

藤
忠
商
事
社
長
・
会
長
の

丹
羽
宇
一
郎
さ
ん
を
お
招
き

し
、
豊
富
な
海
外
経
験
を
も

と
に
し
た
基
調
講
演
を
行
っ

て
頂
き
、
そ
の
後
田
中
優
子

総
長
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
一
部
の
最
後
に
佐

野
哲
経
営
学
部
長
よ
り
の
御

指
名
で
、
岡
田
裕
之
名
誉
教

授
よ
り
の
コ
メ
ン
ト
が
有
り

ま
し
た
。
岡
田
先
生
か
ら
は
、

﹁
一
流
の
研
究
業
績
の
上
に
、

一
流
の
教
育
を
施
し
て
学
生

を
育
て
る
の
み
な
ら
ず
、
学

者
と
し
て
も
ご
自
身
が
成
長

し
て
欲
し
い
。﹂
と
主
に
、
学

部
長
以
下
の
後
輩
教
授
陣
向

け
に
先
輩
教
授
と
し
て
の
激

励
の
お
言
葉
が
発
せ
ら
れ
ま

し
た
。
従
来
は
や
や
も
す
る

と
、
こ
の
手
の
企
画
は
、
新
旧

の
学
生
向
け
（
↓
新
：
現
役

学
生
、
旧
：
↓
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
）

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
終
始
す
る

事
が
多
い
傾
向
に
有
り
ま
す

が
、
学
部
に
於
け
る
﹁
も
う
一

方
の
主
役
﹂
で
あ
る
教
授
陣

に
向
け
た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
岡
田
先
生
は
放
た
れ

た
の
で
す
。
流
石
筆
頭
名
誉

教
授
と
思
わ
せ
る
場
面
で
し

た
。第

一
部
終
了
後
、
会
場
設

営
の
為
に
30
分
程
の
休
憩

時
間
を
挟
ん
で
、﹃
第
二
部

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
﹄
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
野
哲
経
営
学
部
長
の
開
会

挨
拶
・
田
中
優
子
総
長
の
総

長
挨
拶
の
後
、﹁
講
義
リ
レ
ー

で
つ
な
ぐ﹃
実
践
知
﹄
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹂
の
実
施
報
告
、
及
び

﹃
実
践
知
・
総
長
大
賞
﹄
の

発
表
と
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。﹁
講
義
リ
レ
ー
で
つ
な

ぐ
﹃
実
践
知
﹄
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂

と
は
、
法
政
大
学
憲
章
﹃
自

由
を
生
き
抜
く
実
践
知
﹄
に

関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
２
０
１
９
年
６

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
計

11
人
の
経
営
学
部
有
志
教
員

に
よ
り
行
わ
れ
た
公
開
形
式

の
講
義
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ゲ

ス
ト
を
招
聘
し
、
講
義
形
式

や
ゼ
ミ
形
式
等
様
々
な
形

態
で
幅
広
い
領
域
の
取
り
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。
今
迄
の

法
政
大
学
経
営
学
部
に
は
な

い﹃
統
一
テ
ー
マ
の
下
で
の
オ

ム
ニ
バ
ス
・
公
開
講
義
﹄
を

創
設
60
周
年
の
本
年
に
実
施

し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
11
回
の
講
義
の
中
か
ら

田
中
優
子
総
長
が
選
出
さ
れ

た
栄
え
あ
る
﹃
実
践
知
・
総

長
大
賞
﹄
は
、
10
月
17
日
に

行
っ
た
第
８
回
目
の
長
岡
健

教
授
（
タ
イ
ト
ル＂
ワ
ー
ク

シ
フ
ト
＂
の
実
践
知
は
可
能

か
？
～
働
き
方
の＂
未
来
常

識
＂
を
生
き
る
先
駆
者
と
の

対
話
～
）
が
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
長
岡
先
生
は﹃
カ
フ
ェ

ゼ
ミ
﹄（

≒

街
中
の
カ
フ
ェ
で

ゼ
ミ
生
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
社
会
人
や
他
大
学

の
学
生
も
巻
き
込
む
～
）
の

実
践
者
と
し
て
も
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
る
教
授
で
、
今

回
受
賞
対
象
と
な
っ
た
10
月

17
日
第
８
回
目
の
講
義
は
、

法
政
大
学
近
隣
の
Ｄ
Ｎ
Ｐ
プ

ラ
ザ
で
50
名
超
の
参
加
者
を

集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
田

中
優
子
総
長
よ
り
は
、
選
定

理
由
の
他
、＂
２
０
１
４
年
に

総
長
就
任
以
来
、﹁
自
由
を

生
き
抜
く﹃
実
践
知
﹄﹂
を
大

学
憲
章
に
掲
げ
て
き
た
が
、

中
々
浸
透
し
て
い
な
い
。
そ

の
中
で
、
経
営
学
部
が
15
学

部
の
先
陣
を
切
っ
て
こ
の
よ

う
な
形
で﹃
実
践
知
﹄
の
実

行
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
総

長
と
し
て
大
変
う
れ
し
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
が
他
学
部

へ
も
良
い
影
響
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。＂

と
の
お
褒
め
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
着
物
姿
で
登
壇
さ

れ
た
受
賞
者
の
長
岡
先
生
よ

り
は
、
卒
業
生
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
及
び
現
役
ゼ
ミ
生
等
の
長

岡
研
究
室
関
係
者
、
癌
サ
バ

イ
バ
ー
と
し
て
支
え
て
く
れ

た
法
政
大
学
経
営
学
部
教

授
会
、
そ
し
て
人
生
の
パ
ー

ト
ナ
ー
等
全
て
の
関
係
者
に

﹁
感
謝
﹂
の
お
言
葉
が
発
せ

ら
れ
ま
し
た
。
着
物
姿
も
相

ま
っ
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
の

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
の
よ

う
で
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
で
す
。

乾
杯
の
後
は
、
ご
来
賓
の

清
成
忠
男
名
誉
教
授
・
一
期

生
：
河
端
さ
ん
・
佐
々
木
校

友
会
会
長
の
方
々
よ
り
ご
挨

拶
を
頂
き
、
永
山
ゼ
ミ
生
の

発
表
（
法
政
経
営
レ
ジ
ェ
ン

ド
を
探
せ
）
が
有
り
ま
し
た
。

立
食
形
式
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
突
入
す
る
と
、
提
供
さ
れ

た
食
事
は
あ
っ
と
い
う
間
に

消
滅
し
、
そ
の
勢
い
で
会
の

終
盤
を
迎
え
、
応
援
団
リ
ー

ダ
ー
部
指
揮
の
下
、
お
約
束

の
ス
ク
ラ
ム
校
歌
で
気
勢
を

挙
げ
、
最
後
は
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
を
し
て
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

佐
野
哲
経
営
学
部
長
か
ら

は
、
経
営
学
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の

結
束
力
を
高
め
る
為
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を

来
年
以
降
毎
年
行
う
旨
の
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
～

良
き
師
良
き
友
、
集
い
結
べ

り
～（

副
会
長
）　

藤
野　

晋

（
１
９
８
７
年
卒
）

２
０
１
４
年

度
年
度
同
期
会

の
み
な
さ
ん
が

ご
卒
業
さ
れ
て

か
ら
、
５
年
以

上
の
月
日
が
流

れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
み

な
さ
ん
が
学
生

時
代
を
過
ご
し

た
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
ま

し
た
。

ま
ず
は
二
つ
の

新
校
舎
、
富
士

見
ゲ
ー
ト
と
大

内
山
校
舎
の
完

成
で
す
。
富
士

見
ゲ
ー
ト
は

２
０
１
６
年
９
月

か
ら
、
大
内
山

校
舎
は
２
０
１
９

年
４
月
か
ら
授
業
で
の
使
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

富
士
見
ゲ
ー
ト
は
大
～
中

規
模
を
中
心
と
し
た
教
室
の

他
、
学
生
食
堂
﹁
つ
ど
ひ
﹂、

学
生
ホ
ー
ル
、
生
協
売
店
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

内
山
校
舎
に
は
、
中
～
小
規

模
を
中
心
と
し
た
教
室
の
ほ

か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン

タ
ー
や
学
部
事
務
課
の
事
務

室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
新
校
舎
は
、
最
新
の

設
備
を
備
え
て
い
る
一
方
で
、

55
年
館
・
58
年
館
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
随
所
に

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
新
し

さ
の
中
に
ど
こ
か
懐
か
し
い
、

そ
ん
な
た
た
ず
ま
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
に
続
い
て
、
長
年
親

し
ま
れ
て
き
た
55
年
館
・
58

年
館
の
取
り
壊
し
が
始
ま
り

ま
し
た
。
２
０
１
９
年
１
月
に

使
用
が
終
了
し
、
続
く
２
月

に
は
﹁
55
・
58
Ｆ
ａ
ｒ
ｅ
ｗ
ｅ

ｌ
ｌ
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
﹂
と
銘
打
っ

た
さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
２
８
０
０
人
も
の
参

加
者
が
集
ま
り
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
４

月
末
に
は
、
55
年
館
１
階
の
一

部
分
を
除
い
て
校
舎
が
閉
鎖

さ
れ
、
解
体
工
事
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
７

月
か
ら
は
８
３
５
教
室
・
ピ
ロ

テ
ィ
部
分
の
解
体
作
業
を
皮

切
り
に
、
ま
ず
は
58
年
館
部

分
の
解
体
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
上
部
分
に
ク
レ
ー
ン
で
重

機
が
上
げ
ら
れ
、
上
層
階
か

ら
順
次
解
体
が
進
め
ら
れ
て

い
き
、
11
月
に
は
地
下
１
階

部
分
も
含
め
て
解
体
作
業
が

終
了
し
ま
し
た
。

11
月
か
ら
は
55
年
館
部
分

の
解
体
工
事
に
移
り
、
そ
れ
ま

で
通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
１
階
部
分
も
閉
鎖
さ
れ
、

58
年
館
同
様
に
屋
上
か
ら
順

次
解
体
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
２
０
２
０

年
３
月
に
は
地
上
部
分
の
解

体
が
終
わ
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
広

場
や
大
内
山
庭
園
の
整
備
を
経

て
、
整
備
工
事
は
２
０
２
１
年

１
月
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。

卒
業
し
て
か
ら
ま
だ
５
年

ほ
ど
の
時
間
が
経
過
し
た
だ

け
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
市
ヶ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
き
な
変
貌

を
と
げ
て
い
ま
す
。
ま
だ
整
備

の
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
き
く
変
わ
っ
た
市
ヶ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
を
、
ぜ
ひ
一
度
見
に
来

ま
せ
ん
か
？撮

影　

柴
岡
義
則

（
１
９
９
３
年
卒
）

法
政
大
学
経
営
学
部

創
設
60
周
年
記
念
式
典

2014年度（2015年３月卒業）経営学部ご卒業の皆様へ所属変更のお願い
～このページは、みなさんがご卒業した後の市ヶ谷キャンパスの変わりゆく様子を掲載します～

富士見ゲート大内山校舎
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２
０
１
９ 

年
度　

経
営
学
部
同
窓
会　

事
業
報
告

１　

東
京
六
大
学
野
球　

春
季
リ
ー
グ
戦　

応
援
観
戦

　
　

２
０
１
９
年
４
月
27
日
（
土
）
対
慶
応
戦

２　

定
期
総
会
・
懇
親
会　

開
催

　
　

定
期
総
会　

２
０
１
９
年
６
月
22
日
（
土
）
14
：
00
～
15
：
00

　
　

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
外
濠
校
舎
４
階
Ｓ
４
０
５
教
室

　
　
　

２
０
１
８
年
度　

事
業
報
告
及
び
決
算
承
認

　
　
　

２
０
１
９
年
度　

事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
承
認

　
　
　

２
０
１
９
年
度　

役
員
選
任
承
認

　
　

懇
親
会　

同
日　

15
：
00
～
17
：
00　

　
　

富
士
見
坂
校
舎　

地
下
１
階　

富
士
見
坂
食
堂

３　

法
政
フ
ェ
ア
２
０
１
９
へ
の
有
志
に
よ
る
参
加

　
　

２
０
１
９
年
９
月
15
日
（
日
）

４　

東
京
六
大
学
野
球　

秋
季
リ
ー
グ
戦　

応
援
観
戦

　
　

２
０
１
９
年
10
月
12
日
（
土
）
台
風
の
為
中
止

５　

経
営
学
部
創
設
60
周
年
記
念
式
典

　
　

２
０
１
９
年
12
月
６
日
（
金
）

　
　

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

６　

落
語
会
と
経
営
学
部
卒
業
職
員
・
教
授
会
・
同
窓
会
と
の
懇
親
会

　
　

２
０
２
０
年
２
月
28
日
（
金
）

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
中
止

７　

経
営
学
部
卒
業
生
成
績
優
秀
者
表
彰

　
　

２
０
２
０
年
３
月
24
日
（
火
）

８　

理
事
会
・
常
任
幹
事
会　

本
年
度
は
６
回
開
催

２
０
２
０ 

年
度　

経
営
学
部
同
窓
会　

事
業
計
画
案

１　

東
京
六
大
学
野
球　

春
季
リ
ー
グ
戦　

応
援
観
戦

　
　

２
０
２
０
年
４
月
予
定

２　

定
期
総
会
・
懇
親
会　

開
催

　
　

定
期
総
会　

２
０
１
９
年
６
月
20
日
（
土
）
14
：
00
～
15
：
00

　
　

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

２
０
１
９
年
度　

活
動
・
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告

　
　
　

２
０
２
0
年
度　

事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
承
認

　
　
　

２
０
２
0
年
度　

役
員
選
任
承
認

　
　

懇
親
会　

同
日　

15
：
00
～
17
：
00

　
　

富
士
見
坂
校
舎　

地
下
１
階　

富
士
見
坂
食
堂

３　

法
政
フ
ェ
ア
２
０
２
０
へ
の
有
志
に
よ
る
参
加

　
　

２
０
２
０
年
９
月
13
日
（
日
）

４　

東
京
六
大
学
野
球　

秋
季
リ
ー
グ
戦　

応
援
観
戦

　
　

２
０
２
０
年
10
月
予
定

５　

経
営
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

　
　

２
０
２
０
年
12
月
予
定

６　

落
語
会
と
経
営
学
部
卒
業
職
員
・
教
授
会
・
同
窓
会
と
の
懇
親
会

　
　

２
０
２
１
年
１
月
予
定

７　

経
営
学
部
卒
業
生
成
績
優
秀
者
表
彰

　
　

２
０
２
１
年
３
月
24
日
（
水
）

８　

理
事
会
・
常
任
幹
事
会　

年
度
内
に
随
時
開
催
10
回
程
度

【
イ
ベ
ン
ト
案
内
】

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
の
チ
ャ
ン

ス
！
卒
業
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
開
催

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
が
、
今
年
も
多
数
開
催

さ
れ
ま
す
。

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
の
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
み
な
さ
ん
で
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
変
貌
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
に
、市
ヶ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
法
政
フェア

２
０
２
０
年
９
月
13
日（
日
）予
定

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
、
今
の

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
い
た
だ

く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
家
族
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ

ん
も
ご
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�

経
営
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー 

２
０
２
０
年
秋
開
催
予
定

経
営
学
部
卒
業
生
の
た
め
に
、

現
役
学
生
・
教
職
員
・
卒
業
生
が

交
流
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
友
達
を
誘
っ
て

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�

経
営
学
部
同
窓
会　
教
職
員
懇

談
会（
忘
年
会
・
落
語
会
）

２
０
２
０
年
年
末
開
催
予
定
。

経
営
学
部
同
窓
会
が
主
催
す
る

懇
親
会
で
す
。
落
語
研
究
会
現
役

学
生
に
よ
る
落
語
と
、
経
営
学
部

同
窓
会
役
員
と
の
忘
年
会
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

【
事
務
局
便
り
】

こ
の
事
務
局
便
り
を
書
い
て
い
る
３

月
上
旬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
大
学
の
学
位

授
与
式
や
入
学
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

軒
並
み
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
同
窓
会
通
信
が
皆
様
の
お
手
元
に

届
く
頃
に
は
、
感
染
拡
大
が
落
ち
着
い

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
ム
ー
ド
が

高
ま
る
中
、
学
内
で
の
就
職
説
明
会
な

ど
も
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
な
ら
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を

歩
く
姿
を
見
か
け
る
の
で
す
が
、
そ
ん

な
姿
も
今
年
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
状
況
の
も
と
で
、
４
年
生
の

学
生
た
ち
は
ど
ん
な
就
職
活
動
を
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ｗ
ｅ
ｂ
で
の

説
明
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
Ｉ
Ｔ
を
使
用
し
た
今
時
の
就
職
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
直

接
会
場
に
行
か
な
く
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
を
使

え
ば
、
説
明
会
だ
け
で
は
な
く
面
接
も

実
施
で
き
る
わ
け
で
、
便
利
な
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
人
が
面

接
す
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
が
面
接
を

し
て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。
何
で
も
Ａ

Ｉ
が
仕
事
を
行
う
世
の
中
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

就
職
活
動
も
我
々
の
頃
と
は
様
変

わ
り
し
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。
以
前

ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
今
ど
き
の
学

生
は
電
話
が
嫌
い
だ
そ
う
で
、
企
業
の

人
事
か
ら
か
か
っ
て
く
る
非
通
知
の
電

話
に
は
出
な
い
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。
非
通
知
で
か
け
て
く
る
こ
と
に

も
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ
て

い
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
電
話
で
会

話
す
る
こ
と
は
苦
手
な
よ
う
で
す
。
企

業
が
学
生
に
求
め
る
能
力
と
し
て
上
げ

ら
れ
る
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
が
い
く

ら
発
達
し
た
と
し
て
も
、
お
互
い
に
コ

ミ
ュ
ニ
―
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
仕
事
を

し
て
い
く
こ
と
は
い
つ
の
時
代
も
変
わ

る
こ
と
は
無
い
で
し
ょ
う
。
学
生
た
ち

に
は
、
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

磨
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
個
人
情
報
を
公

開
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
い
る
よ
う
で

す
が
、
企
業
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
検
索
し
て

チ
ェッ
ク
し
て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。
ハ

ン
ド
ル
ネ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
個
人
情
報

を
公
開
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
し
ま

い
ま
す
が
、
学
生
た
ち
に
は
あ
ら
ゆ
る

こ
と
が
チ
ェッ
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
頭

に
入
れ
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
る
こ
と

な
く
、
希
望
の
企
業
に
入
社
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

倉
林
昭
浩
（
１
９
８
５
年
卒
）

住所変更は必ずご連絡下さい！
個人情報保護法により、ＯＢ・ＯＧの皆様の住所が大学から入手できなくなりました。
そのため、大学から送られてくる資料内のハガキで変更依頼をしても、同窓会で管理し
ている住所は変わりません。
必ず下記メールアドレスへご連絡ください。

info@houseikeieidousoukai.com
何卒ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

会費納入のお願い
「経営学部同窓会」は現在、「一般社団法人 法政大学校友会」に所属しております。
法政大学の卒業生の全員が「校友会」に所属していることになりますが、所属している各同窓会で
は独自に活動及び組織の運営をおこなっております。

「経営学部同窓会」も 24 年間の歴史のもと、皆さん同窓会員の会費にて活動をおこなってきました。
しかし近年の「経営学部同窓会」の活動のための、会費納入率の低下が否めません。

「経営学部同窓会」は皆さんの会費にて活動をおこなっており、これからも経営学部同窓会の存続・
活動のため、皆さんのご協力及び会費の納入を切にお願いする次第です。

経営学部同窓会会長　　岩井　昭
同窓会のホームページはこちらから……。
URL: http://www.hoseikeieidousoukai.com/ 法政大学経営学部同窓会 検索

2019 年度決算報告
【収入の部】  決算 

前年度繰越金  567,853 
年会費  324,000 
懇親会費  54,000 
寄付金  226,540 
校友会代行手数料  10,000 
受取利息  2 
合計  1,182,395 

【支出の部】  決算 
一般通信費 郵送料  ― 
一般印刷費 コピー代・名刺印刷  4,950 
消耗品費 事務用品 ―
会報発行費 会報 6 号印刷費  113,400 

同窓会通信 17 号印刷 ―
諸雑費  ―
計  113,400 

会報発送費 会報 6 号発送費  14,668 
同窓会通信 17 号発送  ―
計  14,668 

総会開催費 懇親会費  59,400 
謝礼 ― 
計  59,400 

忘年会費 ―
ホームページ運営費  132,400 
広告掲載料  36,666 
卒業生成績優秀者記念品代 ―
教職員との懇親会費 ―
振込手数料  18,742 
慶弔費  60,000 
同窓会協議会会費  5,000 
雑費 ―
次年度繰越金  737,169 
合計  1,182,395 

2020 年度予算案
【収入の部】 予算

前年度繰越金  737,169 
年会費  375,000 
懇親会費  120,000 
寄付金  250,000 
校友会代行手数料  10,000 
受取利息  ― 
合計  1,492,169 

【支出の部】  予算 
一般通信費 郵送料  2,000 
一般印刷費 コピー代・名刺印刷  10,000 
消耗品費 事務用品  1,000 
会報発行費 同窓会通信 17 号印刷  60,000 

同窓会通信 18 号印刷  60,000 
諸雑費  ― 
計  120,000 

会報発送費 同窓会通信 17 号発送  16,000 
同窓会通信 18 号発送  16,000 
計  32,000 

総会開催費 懇親会費  90,000 
謝礼  12,000 
計  102,000 

忘年会費  70,000 
ホームページ運営費  140,000 
広告掲載料  40,000 
卒業生成績優秀者記念品代  35,000 
教職員との懇親会費  60,000 
振込手数料  15,000 
慶弔費  65,000 
同窓会協議会会費  5,000 
雑費  3,000 
次年度繰越金  792,169 
合計  1,492,169 

予
定
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
最
新
の

情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
RL  http://w

w
w

.houseikeieidousoukai.com
/

予
定
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
最
新

の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
RL  http://w

w
w

.
houseikeieidousoukai.com

/


